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	製品名: チミジンキナーゼウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab18900
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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:ATP + チミジン = ADP + チミジン 5'-リン酸。,その他:動物細胞では 2 つの形態が同定されており、1 つは細胞質に、もう 1 つはミトコンドリアに存在します。細胞質酵素の活性は増殖細胞で高く、細胞周期の S 期にピークに達します。休止細胞では非常に低くなります。,PTM:有糸分裂中に Ser-13 がリン酸化されます。,類似性:チミジンキナーゼファミリーに属します。,触媒活性:ATP + チミジン = ADP + チミジン 5'-リン酸。,その他:動物細胞では 2 つの形態が同定されており、1 つは細胞質に、もう 1 つはミトコンドリアに存在します。細胞質酵素の活性は増殖細胞で高く、細胞周期の S 期にピークに達します。休止細胞では非常に低い。,PTM:有糸分裂中にSer-13がリン酸化される。,類似性:チミジンキナーゼファミリーに属する。,
	研究分野
	ピリミジン代謝;薬物代謝;
	画像データ
	

	TK抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TK抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	COLO205細胞ライセートのTK抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

